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 続く第Ⅱ部の実証的検討は，第 4 章～第 6 章からなっている。第 4 章で著者は，マインドワンダリン
グと創造性の関連の精緻化を目的として，第 1 節では，マインドワンダリングと創造性とアウェアネス








は，マインドワンダリングと創造性と精神的健康の関連について，1 つの予備実験と 2 つの研究（研究






 次に，第 5 章で著者は，創造性を増進しつつ，精神的健康を阻害しないようなマインドワンダリング









未来に関するマインドワンダリングを誘発する方法を検討している。第 1 節では，研究 7 にて，プライ
ミングを利用した誘発方法について実験室実験を行い，あたため期の前に今後の自分の楽しみな予定に
ついて考えることで，マインドワンダリング中の過去に関する思考が減ることを示した。第 2 節では，








 第Ⅲ部（第 7 章）で著者は，第Ⅱ部の実証的検討で示した研究を総括し，得られた知見の整理を行っ
ている。そこでは，10 個の実証研究から得られた総合的な知見として，以下の 3 点が述べられている。
（1）マインドワンダリングと創造性と精神的不健康さは，特性および状態レベルにおいて，正の関連
にある。（2）創造性が高く精神的に健康な人は過去や他者以外のマインドワンダリングを頻繁に行って
おり，このようなマインドワンダリングであれば精神的健康を阻害せずに創造性を増進できる可能性が
ある。（3）あたため期に間接的なマインドワンダリングの思考内容の操作（身体運動）を行うことで，
健康的な（過去や他者以外の）マインドワンダリングが増え，創造性がより増進される。最後に著者は，
本論文の限界と今後の課題について論じている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は，マインドワンダリングという現象を利用して，精神的健康を阻害せずに創造性を増進する
方法に関して，質問紙調査と実験室実験を駆使して検討を行った極めて独創性の高いものである。本論
文は，マインドワンダリングの持つポジティブな影響に関する知見を拡充したという学術的貢献のみな
らず，誰もが創造性を発揮することが求められている現代社会の中で，精神的に健康に創造性を発揮す
る方法を考案していくための応用的示唆も有しており，非常に高く評価できる。 
令和元年 12月 26日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定した。 
よって，著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
